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葺持 7 回 鼻炎 百舌 会 8こ つ t,ヽ て
第 7回談話会を平成11年10月23EH土)に,岡山大学教育学部の本絹4階 401号教室で行
いました｡今回は ｢算数 ･数学と総合的な学習について｣と頗 して,広島大学教育学部教授
の中原忠男先生による講演を行ないました｡
中原先生は平成11年 5月に文部省か ら発行された ｢小学校学習指串要領解説 算数編｣の
作成協力者でもあ り,お忙 しい中を本会のために講演を して くだきりました｡これからの算
数 ･数学教育のあ り方について,研修を深めることがで きました｡中原先生には後の懇親会
にもご出席 くだき り,個々にもいろいろなお話をさせていただ くことができ,本当に感謝い
た してお ります｡
以下,中原忠男先生のご講演内容について簡単にご報告いたします｡
◆ 『算数 ･数学 と総合的な学習について』
総合的な学習について必ず しも詳 しいわけではないが,算数 ･数学教育と総合的な学習に






いか｡内容的には ｢画一型｣の教育から ｢自由型｣に向けての改革であ り,今回の指専要領
の改定もその一環である｡
事例をあげれば,六三制等は画一型の例 といえよう｡それに対 して飛び級など能力に応 じ
る自由化の動きも出てきた｡義務教育は住む場所によって,通 う学校が決まっているが,東
南部を例 とするように学校選択の柔軟化や自由化の動きが出てきている｡





まで教育のねらいは, ｢みんなが同 じだから幸せである｡｣ とい う価値観があった｡その価
値観がゆらぎ,変わ りつつある｡ 自分のや りたいこと好 きなことを探 し出して自分の個性や
能力を探 し出すD自己実現を十分にすることにより,役 に立つという価値規が充実 した人生
のもとになる｡基礎 ･基本をきちんとした上で選択できる自由な教育,国民の個性に則 した
教育が求められている｡
一方.競争原理が入って くることには注意 し宮城すべ き状況であろう｡過度の競争は危険
である｡また,自由に教えるためには教師も工夫が必要 となる｡マニュアルがないので,自











b 自らを律 しつつ,他人と協調 し,他人を思い
やる心や感動する人間性
C た くましく生 きるための健康や体力
これらを伸ば していくことが ｢生きる力｣の育成であるといえよう｡認知 ･情意 ･身体に
関わるもの としての ｢生きる力｣は主休的な学びを作 り出 してい く｡日々の授業で実践 して
いくことが求められるC
また,教育課程番組会答申でも,算数 ･数学の改啓の方針 として, ｢--多面的にものを
見る力や輪理的に考える力など創造性の基礎を培 う-･･｣と示されている.創造性の基礎の
価値に方向性があるといえよう｡内容については, ｢実生活 とのかかわ り｣ ｢ゆとり｣ ｢学
ぶことの楽 しさ｣をキ-ワー ドとして内容の満男削除が行われている｡また.算数的活動 ･
数学的活動が目標の中に入っできている｡全体的な方向として,主体的な学習をいっそう推
し進め充実させていくことが求め られている｡





冶的目的をめざし真理的 ･論理的儲 行を通 して人間形成にかかわ るといわれてきた｡ しか し,
数字の論理は特別ではないか との批判が強まっている｡また,数字は実際の生活に必要なの
か.本当に数字は仕車に役に立つのか,と批判されるo文化的な立場か ら数字は楽 しくすぼ































して多面的 .論理的に見ることができるようにな り,創造性の基礎を培 っていけるのであるO
算数 ･数学教育の教材の特色として創造性の韮礎はアピールできる｡
5 算数的活動 ･数学的活動
それでは,井数的精勤 ･数学的晴勤とはなにであろうか｡次のような精勤 と考えては どう
だろうか｡
① 児童が行う精勤 ② 目的意職 をもって行 う
③ 算数に関わる活動 数理 と関わ りがある ④ 作業体験などの外的活動を主とする
⑤ 内的な活軸を圭とするものもある (これまでも重視 してきた)
外的な精勤をこれまでより重視 していこう,それによって創造性の基礎や主休的な学習を
行 っていこうというのが.算数的活動である｡同様に中学校における数学的活動においても,
(か 観察 ･操作 ･実験-------外的な晴軸
② ものごとの関係や決まり･･-･-内的な精勤
が求められ , 高校においても,小学校 ･中学校での数学的括劫を受け,数学モデルの生成が
なされなければならない｡
① 観察 ･操作 ･実験 ･実習･･-･--外的酒軸
② 直観 ･類推 ･帰納 ･演縛･･-･-･内的活動 が求められることになる｡
弊数的活動 ･数学的活動の事例 として,次のようなものをあげる｡




















①国除理解 ②情報 ③環境問願 ④福祉 ･健康
これらは,あくまでも例であ り,ねらいに迫る特色ある活動が必要である｡地域に密着 し
た素材を発振 し整理することが必要であ り,方法として社会休験 ･調査生産 ･楕動を通 して
の発表 ･討論の場 ･グループでの精勤 ･異字年集団などが考えられよう｡
これらが抱合的な学習の方向である｡ したがって 1教科にこだわることは求められていな
いoそのため,井数 ･数学で学習 した串柄を抱合的な学習で生か していく方向を大切に した
い｡算数 ･数学の立場からどんなことができるかを考えていってもよいのではないだろうか｡




② 速さ 社会と算数の合化 井敷数字の内容を実生活 と関連付けて
③ メー トル法 単位の遁辞
算数 ･数字学習の結果を生かすような課題,課毘学習的なものは総合学習で扱うことも可
能になるのではないか｡
事例 1 比例代表選出 ドン ト方式 課題学習を社会との合科で
事例2 総合的な学習への井赦科からのアプローチ
｢地球人の共通問題を探 ろう｣ 井数を中心にして考えると----統計 .グラフ
叫例3 福祉の領域で,車椅子のためのスロープの傾きを数学との関わ りで考えると一次関
数の傾き ･角度 ･高さ ･割合など数学で学んだことを楕用することができる｡このような学
習の結果,生徒は法律では 1/10以下と定められているが,実際には 1/ 12(･らいがよ
いとの結論を出した｡
総合的な学習に算数 ･数学教育を生か していくために素材の発掘 ･教材開発をしていただ
きたい｡
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